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Abstract 
The purpose of the present study is to confirm the 
replicability of five components of the teaching anxiety 
found in our previous study (Yamaguchi et al, 2015) as well 
as to explore how the teacher’s degree of such the anxiety 
differs according to his/her attributes. We focused on “dance 
teaching anxiety,” which we defined as the teacher’s 
concerns regarding physical education curricula. We 
conducted a questionnaire survey for teachers (N = 202) who 
participated in a training seminar by Nippon Street Dance 
Studio Association. We conducted exploratory factor 
analysis, extracting four factors as for the teaching anxiety: 
anxieties for lack of knowledge, students, their own dance 
skills, and student interest. Decision tree analyses showed 
that the teacher’s degree of such the anxiety differed as a 
function of his/her attributes such as sex, age, previous dance 
experience, and previous dance teaching experience.    
 
Keywords ― Teaching anxiety, compulsory education, 
exploratory factor analysis, decision tree 
 

1. はじめに	
 
	
 平成20年3月に告示された中学校学習指導要領の改
訂に伴い，中学校保健体育においては，従前では選択

単元であった「ダンス」が必修化された[1] ．筆者らは，
このダンスの必修化に伴って教員にいかなる不安が生

じているのかを定量化し，その不安の原因を明らかに

することを目指している． 
ダンスに限らず，学習指導要領の改訂に伴って現職

教員には不安や混乱が生じる[2-5]．例えば，高等学校
学習指導要領改訂に伴い男女共習となった家庭科では，

男女の能力や技術の差，指導方法に不安を抱いた教員

が多いことが報告されている[3]．平成 20年にダンス同
様必修化となった武道では，授業実施に伴う生徒の安

全の確保や用具教材の整備に対して多くの教員が不安

を抱いていると報告されている[4]．ダンスについても，
必修化に伴い多くの教員が指導力不足への不安を抱い

ている[2, 5]．学習指導要領の改訂による授業形態や指
導法の変化に対して，教員になんらかの不安が生じる

のは避けられないといえる． 
また，こうした不安には，学習指導要領の改訂に伴

って教員が共通してもつ一般的な指導不安と，ダンス

に特有の指導不安があると考えられる．たとえばダン

ス単元では，生徒の興味・関心が個々人によって大き

く異なることや，教員自身が見本を見せて指導を行わ

なければならない点がほかの科目と異なる．特に，平

成 20年に必修化となったため，ダンス経験やダンス指
導経験，あるいはその研修を受けたことのない体育教

師が未だ一定数いる．そうした中で，これまで自身が

経験したことがない，あるいは教えたことのないこと

を教えなければならないという不安はダンス指導に特

有のものであると考えられる． 

	
 こうした背景のもと，筆者らはダンス指導において

生じる課題や困難点を「ダンス指導不安」と定義し，

新学習指導要領施行から 5 年以上経過した現在もなお
教員が抱いている不安の実態を解明するとともに，そ

の不安の原因がいかなるものなのかを調べてきた．山

口・正田・鈴木・阪田（2015）[5]では日本ストリート
ダンススタジオ協会主催の学校教員・教職課程履修中

の大学生向けリズムダンス研修会 (以下:「NSSA 主催
リズムダンス研修会」) に参加した現職教員を対象に
質問紙調査を実施し，得られた自由記述に対してテキ

ストマイニングを実施した．共起ネットワークによっ

て相対的に強く結びついている単語同士を検出してグ

ループ分けを行ったところ，教員がダンス指導の際に

抱くダンス指導不安が 5 つの不安から構成されること
が示された．抽出された 5 つのダンス指導不安は「知
識不足に対する不安」，「経験不足に対する不安」，「授

2016年度日本認知科学会第33回大会 P1-40

670



業構成に対する不安」，「生徒に対する不安」，「指導法

に対する不安」であった．こうして 5 つの不安要素を
抽出することができた一方で，これらの要素は自由記

述から抽出されたものであるため，教員の中にあるダ

ンス指導不安が全て反映されているわけではなく，ア

ンケート回答時点で教員が最も不安に感じている事柄

のみを言及している可能性がある．そこで，本研究で

はこれら5つの不安要素から計49の質問項目を作成し，
これら 5 つのダンス指導不安が再現されるかを調査し
た．また，それぞれの要素が教員のどのような属性（性

別・年齢・ダンス指導経験の有無）から生じているの

かを明らかにする． 
現実の教育場面での学習過程を直接の分析対象とす

る「学習科学」は，学習者の知識・技能習得過程を解

明し，よりよい学習環境をいかにして構築するか，と

いう問題に主眼がおかれてきた[6]．本研究では，「体育
教員の多くが，ダンス経験がないにもかかわらず，ダ

ンス指導を行っている」 [7]という指導者側が抱える問
題に取り組む．また実践的には，教員自らが抱いてい

る不安の原因を明らかにすることで梅澤（1996）[8]に
よって指摘されている教員自らが授業の問題点を的確

に診断することができないような状況を打破すること

ができる．さらに，教員自らの手でダンス指導授業の

問題点を的確に捉え，振り返り，さらに省察するため

のノウハウを提案することが可能になると考えられる．

このように，本研究は「自らが十分に熟達していない

ことがらを教授する」という問題への一アプローチで

あり，学習環境のデザイン研究への貢献が期待される． 

 
2. 方法	
 
	
 2015年 5月から 11月に福井県・神奈川県・千葉県・
静岡県の 4 県で実施された「NSSA 主催リズムダンス
研修会」の参加者 202 名に対し，研修会終了後に質問
紙調査を依頼した．研修会 1 回あたりの参加者数は，
20〜54人であり，参加者は全員現職教員であった．質
問紙は山口他（2015）[5]において認められた 5つの不
安要素のそれぞれについて 8〜10 項目の質問項目を作
成し（合計 49 項目），ダンス指導不安尺度の原案とし
て使用した．質問紙の回答方法は，各質問項目に対し

て「1：全く不安に感じない」から「7：とても不安に
感じる」までの単極 7 段階評価とした．それに加え，
性別，年齢，ダンス経験の有無，ダンス指導経験の有

無の付帯質問にも回答してもらった．全質問項目にお

いて，無回答のものが一つでもあれば分析対象から除

外した． 
	
 回収した 202名のうち有効回答は 136名（67.33%）

であった．136 名のうち男性は 87 名，女性は 49 名で
平均年齢は 31.45（SD = 8.22）歳，平均教員歴は 7.26
（SD = 7.52）年であった． 

 

3. 結果 
	
 探索的因子分析を行う前に，項目分析およびGP分
析を行った．項目分析では偏りのある項目（どちらか

の極に全体の 80%以上が集中するもの）に該当するも
のはなかった．また，GP分析でも上位群と下位群に差
がない項目はなかった．よって，作成した 49項目すべ
てを分析対象とした． 
	
 探索的因子分析によって，教員のダンス指導不安の

背景にある 4因子を抽出した（ミンレス法，独立クラ
スター回転による．表 1）．因子数は平行分析によって
決定した．第 1因子では，Q3「ステップの名前やその
由来に関する知識」や，Q5「現代的なリズムダンスの
歴史やリズムダンス導入の背景に関する知識」という

ような教員自身の知識に関する項目の因子負荷量が高

かった．第 2因子ではQ37「生徒がお互いの発表を鑑
賞すること」や，Q34「生徒が協調性を大切にしなが
ら創作活動を行うこと」という生徒に関する項目の因

子負荷量が高く，第 3因子ではQ13「自分自身が見本
になること」や，Q9「自分自身がダンスを楽しむこと」
というような教員自身のダンス能力に関する項目の因

子負荷量が高かった．さらに，第 4因子ではQ31「生
徒のニーズに合った振り付けを考えること」や，Q29
「生徒のレベルに合った振り付けを考えること」とい

うような生徒のレベルやニーズに関する項目の因子負

荷量が高かった． 
	
 以上の各因子に影響を与えた要因を探索するため，

決定木分析を行った（図 1）．その際，探索的因子分析
より抽出された各因子（表 1）から回帰法で算出した
因子得点を目的変数，性別，教員歴，ダンス経験の有

無，またダンス指導経験の有無を説明変数とした．そ

の結果，第 1因子，第 3因子，第 4因子の因子得点は
ダンス経験の有無に，また，第 2因子の因子得点は，
ダンス指導経験の有無の影響を受けることが示された． 

	
  
4. 考察	
 
本研究では，筆者らの先行研究（山口他，2015）[5]
の自由記述に基づき作成された評定尺度への回答を分

析することにより，同様のダンス指導不安が再現され

るのか，またそのようなダンス指導不安が教員のどの

ような属性から生じているのかを明らかにすることを

目的とした．その結果，ダンス指導不安は大きく 4因
子からなること，また，それらはダンス経験の有無と
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ダンス指導経験の有無の影響を受けることがわかった． 
本研究で抽出した 4因子において，教員自身の知識
に対する不安（第 1因子）は，山口他（2015）[5]で抽
出したダンス指導不安要素のうち，「知識不足に対する

不安」と対応するものである．同様に，生徒に対する

不安（第 2因子）と生徒のレベルやニーズに対する不
安（第 4因子）は「生徒に対する不安」に対応してい
ると考えられる．しかし，教員自身のダンス能力に対

する不安（第 3因子）は山口他（2015）[5]で抽出され
たものとは異なる不安要素である．筆者らの先行研究

[5]では，教員のダンス能力に対する不安は独立したも
のとしては抽出されておらず，「経験不足に対する不安」

の一要素であった．これらの結果をふまえると，教員

自身のダンス能力に関する不安は，本研究で新たに生

じたものではなく，自由記述では現れなかっただけで

教員自身が実際には抱いていた不安である可能性が高

い． 
また，決定木分析の結果より，教員由来の不安は，

教員自身のダンス経験に起因し（図 1a, c, d），生徒由来
の不安はダンス指導経験に起因する（図 1b）ことが示
された．教員自身の知識不足に対する不安（第 1因子）
というのは，指導法に対する知識によるものではなく，

ほとんどがダンスそのものの知識に対するもの（e.g., 
ステップの名前）であった．そのため、第 1因子（教
員自身の知識に対する不安）はダンス指導経験ではな

く，ダンス経験に起因したのだと考えられる． 
同様に，教員自身のダンス能力に対する不安（第 3
因子）はQ13「自分自身が見本になること」やQ15「自
分自身が格好よく踊ること」というような項目であり，

本研究の結果は，ダンス経験のない教員がこうした不

安を抱いていることを示している．裏返せば、教員自

身は生徒に対して自身が一人で踊り見本を示す必要性

を感じており，それを自信をもってできないことに一

種のぎこちなさややるせなさを感じていることを示し

ている． 
さらに，生徒のレベルやニーズに対する不安（第 4
因子）はQ31「生徒のニーズに合った振り付けを考え
ること」やQ32「生徒のレベルに合った創作活動の指
導」という質問項目が含まれている．ダンスは近年，

子どもが習い事として始めたいスポーツランキングの

上位に入っており[9]，体育の中の一種目としてのダン
スであっても生徒は「格好よく踊れるようになりたい」

などといった高いレベルを求めていると考えられる．

しかし，多くの現職教員が学生時代にダンスの授業を

受講した経験がないのが現状であり，ダンス経験のな

い教員が生徒の求めている高いレベルやニーズに応え

るのは難しいと考えられる． 
その一方で，生徒に対する不安（第 2因子）はQ38
「生徒がダンスを楽しむこと」やQ48「経験者と初心
者を同時に指導すること」というような質問項目であ

る．生徒由来の不安というのは，担当する生徒によっ

て違うため毎年変化するものであるが，長年の経験か

ら得られた知識によって解決することができる部分も

大きいと考えられる．ゆえに，第 4因子はダンス指導
経験を通してレベルの違う生徒を指導することや生徒

がダンスを楽しむ方法を把握することができるため，

ダンス指導経験の有無が起因していると考えられる． 
前述した通り，ダンス指導不安の多くは生徒由来の

不安ではなく，教員由来の不安である．しかし，全て

の不安がダンス経験がないことに起因するものではな

いことがわかった．自らが十分に熟達していないこと

がらを教授するためには，練習を重ね熟達者と同様の

技術を兼ね備えていなければならないわけではない．

したがって，教員のダンス指導不安を取り除くために

は，教員自身のダンス経験，技能を向上させるだけで

なく，ダンス指導経験を積むことも必要である．  
今後も継続的に現職教員が抱いているダンス指導不

安の実態や原因を解明することを目指す．本研究での

調査は，NSSA 主催リズムダンス研修会に参加してい
た現職教員を対象にしているため中学校の一般的な現

職体育教員の現状を反映できていないと考えられる．

そのため，今後は調査対象を拡大し，より一般化する

ことが重要である． 
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（a）教員自身の知識に対する不安（第 1 因子） （b）生徒に対する不安（第 2 因子） 
 
 
 

 
（c）教員自身のダンス能力に関する不安（第 3 因子） 

 
 
 

 
（d）生徒のレベルやニーズに対する不安（第 4 因子） 

 
 

図 1 教員がダンス指導に際して抱く不安から抽出された各因子（表 1）の因子得点を目的変数, 性別, 教員歴,  
ダンス経験の有無, ダンス指導経験の有無を説明変数とした決定木分析の結果 

ダンス経験あり ダンス経験なし ダンス経験あり ダンス経験なし 

ダンス経験あり ダンス経験なし 指導経験あり 指導経験なし 
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